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時代は、従来のモノリシックなスケールアップ
ソフトウェアからマルチホスト、スケールアウ
トマイクロサービスへと段階的に変化してい
ます。今は「ビッグソフトウェア」	
の時代です。	

ビッグソフトウェアでは、インフラストラクチャと運用
担当者が、展開、統合、運用の課題に異なる視点でア
プローチする必要があります。この電子書籍では、従
来のアプローチが経済的に妥当でないこと、オーバー
ヘッドコストなしにスケーラビリティを達成するため
に何をすべきかを説明します。	
 
また、この電子書籍は、OpenStackベースのクラウド
の導入と操作が複雑になりやすい理由を説明します。
複雑さの原因が、ソフトウェア自体ではなく、むしろ古
いツールや手法を使用によるものであると理解してい
ただけるでしょう。

この電子書籍は、CanonicalとUbuntuが、OpenStack
をベースとした最新のスケーラブルで繰り返し可能な
クラウドインフラストラクチャの実装を容易にする、
ユニークな立場にあることを説明します。 
 
この電子書籍が紹介するアプローチの多くは、アプリ
ケーションやワークロードのスケールアウト、ビッグデ
ータや機械学習など、他の大きなソフトウェア課題に
対処する場合にも役立ちます。	

このスライドで学ぶこと
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モジュラー 
 
OpenStackはモジュール化され、APIを介して追加の
ツールやプラグインと統合するように設計されていま
す。OpenStackのプロジェクトを利用したタスクを実
行、複数のプロジェクトを実行したより完全なクラウド
環境の構築ができます。
	
Canonicalは、これらのプロジェクトと追加のコンポー
ネントを、本格的なエンタープライズ・クラウド・プラ
ットフォーム「Canonical OpenStack」に統合します。

総括 
 
OpenStackは、共同作業でクラウド環境構築する
ように設計されたオープンソース・ソフトウェア群
です。主にプライベート・クラウドの実装に使用さ
れますが、パブリック・クラウド・リソースを構築す
るクラウド・サービス・プロバイダにも適用できま
す。OpenStackは単一の製品ではなく、プロジェクト
の集まりです。

 
 
 
 
 

コアプロジェクト	
 
OpenStackのコアプロジェクトは、Nova（計算）
Neutron（ネットワーキング）、Horizo​​n（ダッシュボー
ド）、Swift（オブジェクトストレージ）、Glance（画像
ストレージ）、Keystone（アイデンティティ）で構成さ
れています。 
 
コアプロジェクト以外にも、OpenStackクラウドの
デプロイメント、統合、および日々の運用を強化する
ための追加のソリューションとツールが業界にあり
ます。 

OpenStack とは
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ハードウェア構成	
 
多くの企業がまだハードウェアを管理しています。ラ
ッキングして接続したら、初期設定を行う必要があり
ます。ベンダーツールを使用する企業もあれば、独自
のスクリプトを書く企業、増え続ける人々のチームを
活用する企業もあります。これらのアプローチのすべ
てを組み合わせている企業もあります。  
 
これらのアプローチの問題は経済的なスケーラビリ
ティです。ハードウェア構成を何らかの方法で変更し
た場合は、増え続けるスクリプトのコレクションを追
加または変更するために料金を支払う必要がありま
す。ハードウェアベンダーを変更する場合は、以前の
ハードウェア管理ツールをすべて維持したまま、新し
いツールを追加、設定、保守する必要があります。サ
ーバーを追加する場合は、より多くの人を雇う必要が
あります。これらは、クラウドによる規模の経済性が
ありません。

ハードウェアのインテグレーション 
 
最初の構成以外にも、インテグレーションが必要で
す。ホストNIC、DNSエントリ、VLANなどのDHCPまた
は静的IPアドレスプールを含め、ネットワークサービ
スを設定および維持する必要があります。これらのイ
ンテグレーションタスクは、スクリプト、ベンダーツー
ル、または担当者でも実行できますが、構成と同様の
潜在的な問題が発生します。

  

OpenStackのインストール 
 
OpenStackの成功へのもう一つの大きな障害は、最
初のインストールです。人件費が高い人材によるチー
ムの規模が大きくなるため、前述のスクリプトによる
アプローチが一般的です。 
 
インストールを実行するOpenStackプロジェクトもあ
りますが、中立ではなくベンダー主導型であり、また
機能が充実していません。これを使用する組織は、プ
ロジェクトを有用なものにするために大規模な継続
的な開発作業を行っていることがよくあります。

OpenStack の課題
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その他の課題	
 
継続的課題はコストの増加と経済的なスケーラビリ
ティの低下につながります。その他の考慮事項は次の
とおりです。 
 
�•	アップグレード
�•	再構築
�•	新しいクラウド
�•	繰り返し可能なベストプラクティス
�•	スケールアウト
�•	コンサルタントのコスト削減

スケーラブルで実践的なアプローチ 
 
より良く、より簡単なアプローチは、ベンダー、ハード
ウェア、およびプラットフォームに中立なツールです。
ソフトウェアだけでなくデータセンターの自動化のた
めのAPIを含むツールです。クラウドによる規模の経
済性を念頭に置いて設計されたGUIを備えたツール
です。 
 
インストールと複雑なインテグレーションのイン
テリジェンスをツール自体に直接組み込むことによ
り、OpenStackを簡単にして経済的なスケーラビリテ
ィを実現しました。

OpenStackのインストールとインテグレーションの課
題にたいするソリューションは、近代的なクラウドの
ために設計された技術を使用したアプローチです。レ
ガシーなスクリプティング技術は今でも機能はします
が、クラウドのニーズの変化と成長に合わせたスケー
ルアップはできません。同じことが人員にも当てはま
ります。 
 
この電子書籍では、OpenStackを簡単にするアプロ
ーチとツールについて詳しく説明します。
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会社概要 
 
CanonicalはUbuntuの会社で、パブリッククラウドの
ワークロードでは65％、Linuxサーバープラットフォ
ームとOpenStackデプロイメントでは74％の市場シ
ェアを占めています。Ubuntuで構築されたすべての
OpenStackクラウドプロダクションの43%を占める
OpenStackの最先端プラットフォームです。 
 
OpenStack Foundationの設立メンバーでもある
Canonicalは、OpenStack、Ubuntu、およびパートナ
ーテクノロジー間の相互運用性テストの長い歴史を
持っています。

市場の焦点	
 
Canonicalは、経済的かつ技術的なクラウドのスケー
ラビリティに重点を置いています。つまり、コンテナ
の密度、アプリケーションのモデリングによる運用効
率、およびクラウドに最適化された価格設定による財
務スケーラビリティに焦点を当てます。 
 
私たちは、大規模クラウド顧客の制作サポートに
成功実績があります。本電子書籍の制作ページに
Canonical OpenStackの例があるのでご覧ください。 

  

選択 
 
Canonicalのソリューションは、プラットフォームから
プロセッサアーキテクチャ、およびパブリッククラウ
ドオプションまで、ハードウェアに依存しません。近
代的組織には柔軟性と選択肢が必要であると認識し
ています。この電子書籍で説明されている、高いユー
ザビリティと運用コストの削減を実現するツールは、
選択したパートナーだけでなく、すべてのプラットフォ
ームや主要なクラウドで機能するように設計されてい
ます。

Canonical の会社概要

*出典: OpenStack User Survey 2017

https://www.openstack.org/assets/survey/April-2016-User-Survey-Report.pdf


ほぼすべてのOpenStackプロジェクトが、Ubuntuで開発、構築、テストされて
います。Ubuntu OpenStackは世界中のあらゆる規模の組織で開発されていま
す。OpenStackクラウドの開発の半数以上はUbuntuで構築されています。 
 
多くの大企業がCanonical OpenStackを使っています。 
 
•	 Deutsche Telekom

•	 Walmart

•	 Tele2

•	 Sky

•	 AT&T

OpenStack を簡単に作成� 08

開発における標準的な OpenStack



OpenStack を簡単に作成� 09

ドイツの通信会社Deutsche Telekom
は、Canonical OpenStackを次世代のNFV（ネ
ットワーク機能仮想化）インフラの基盤として
使用しています。  

Deutsche Telekomは、Jujuを一般的な
VNF（Virtualized Network Functions：ネットワ
ーク機能の仮想化）マネージャーとして使用し
て、Canonicalのツールチェーンをさらに活用して
います。この場合、Jujuは、OpenStackと、Ubuntu 
OpenStack環境内で実行されるクリティカルなワー
クロードの両方をモデル化してデプロイするために使
用されます。

  OpenStackで作業を始めたとき、インストールに3                                                                                                                                                
 ヶ月かかりました。Jujuを使ってからは、3日で終わ                                                                                                                                                
 ります。」 
 
	 Robert Schwegler  
	 Deutsche Telekom AG
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米系多国籍企業であるWalmartは、Ubuntu 
OpenStackをプライベートクラウドの基盤とし
て使用しています。スケーラビリティの重要な
要素の1つは、経済性です。  
 
Canonical OpenStackは、経済的スケーラビリティも
特徴の一つです。このテクノロジーはそのものが確か
にスケーラブルに設計されていますが、Canonicalは
デプロイメントと請求もスケーラビリティを重視して
設計しています。

  [Canonical] OpenStackは、パフォーマンスと機能                                                                                                                                                
 において、私たちの必要水準を満たしています。今                                                                                                                                                
 やデファクトスタンダードであり、ニーズに合わせた                                                                                                                                                
 設定もできます。 
 
	 Amandeep Singh Juneja 
	 Walmart
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9カ国で約1,400万人の顧客を抱える欧州の
大手電気通信事業者であるTele2は、Ubuntu 
OpenStack上にNFVインフラストラクチャを
構築しました。 
 
Canonicalから完全に管理されたUbuntu OpenStack
オファー、BootStackクラウドを選択しました。 
 
BootStackは、OpenStackを制作に導入する際に
要する時間を大幅に短縮し、また急速に変化する
OpenStackに対応するためのスキルの更新が不要に
なります。そのため、Tele2はリソースを本業であるテ
レコムソリューションに集中することができました。

その他の導入事例… 
 
NTT、Sky Group、AT＆T、Ebay、Samsungなど多くの
組織が、Canonical OpenStackでクラウドを構築しま
した。
多くの企業が、スケーラブルなテクノロジー、規模の
経済性、使いやすさ、ソリューションの短縮時間を理
由にCanonical OpenStackを選んでいます。
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  弊社がプライベートクラウドを導入する際、持続                                                                                                                                                
  可能なコストベースで、スケーラブルな効果かつ実                                                                                                                                                
  用性があるものを探していました。堅牢でイノベ                                                                                                                                                
  ーションを推進するプラットフォームが必要でし                                                                                                                                                
  た。Canonical OpenStackはCanonicalが提供する                                                                                                                                                
  幅広い経験のおかげでこの難題を解決することが                                                                                                                                                
 できました。」 
 
	 Will Westwick  
	 Sky Group
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「クラウドデータセンター
でのアプリケーションの進                                                                                                                                                
  化のように、シンプルでジュラー化することでスケ                                                                                                                                                
 ーラビリティを再構築しています。オープンソースと                                                                                                                                                
  OpenStackの革新は、こらの要件を満たすユニー                                                                                                                                                
  クな機会をもたらし、Canonicalのクラウドとオープ                                                                                                                                                
  ンソースの専門知識は、AT＆T にとって良い選択と                                                                                                                                                
   なっています。」 
 
	 Toby Ford  
	 AT&T
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反復可能な操作の価値	
 
OpenStackクラウドを構築する際には、反復可能な
操作の必要性を理解することが重要です。 
 
クラウドの構築と運用の一般的な概念のひとつは、
一度やれば、もう二度としなくていいことです。静的
なプロダクションクラウドにするための、物理的およ
びソフトウェア的なインフラストラクチャーの設計に
は、膨大な時間と労力が必要です。再構築したり、変
更したり、何度もやり直したりするという考えはほとん
どありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 

現実の近代的なクラウドには、複数のクラウドにアッ
プグレードまたは拡張されたり、ローリングアップグ
レードの一部として再構築されることがない、静的プ
ロダクションクラウドは存在しません。 
 
すべてのクラウドに適合するサイズはありません。	
 
クラウドのアーリーアダプターは、遠隔地にそれぞれ
独自の小規模なクラウドインフラストラクチャを設置
できることに気づきました。スケーラビリティと冗長
性を確保するためには、単一のデータセンター内であ
っても、多数のクラウドを構築します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通信事業者、メディア、放送会社、エンタープライズ組
織は、世界規模で事業を展開しています。ローカライ
ズされたスケーラブルなインフラストラクチャをサポ
ートするには、すべて独自のクラウドが必要です。 
 
より小さい組織でさえ、開発、テスト、ステージング、
およびプロダクションクラウドを構築します。 
 
一貫して、繰り返し、何度もこれらのビルドをしなけれ
ばなりません。

複数のクラウド
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OpenStackは、専門家レベルの知識がないと、インス
トールやメンテナンスが難しいという認識がありま
す。この認識は、主に欠陥のあるアプローチに由来
します。OpenStackは「ビッグソフトウェア」です。つ
まり、分散コンポーネントが非常に多く、一人の専門
家がすべてを把握・理解することは出来ません。しか
し、多くの組織は依然として個人やチームに依存しよ
うとしています。 
 
クラウドが大きくなればなるほど、より多くのソリュー
ションが実行されるほど、より多くの人員が必要だと
誤解しています。このアプローチは、経済的にも技術
的にもスケーラブルではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OpenStackは難しいというイメージを分析すると、ソ
フトウェア自体にインストール、インテグレーション、
オペレーションを取り入れることがベストプラクティ
スだとわかりました。知識は、全ての専門家の全ての
知識をカプセル化したバンドルに保存し、クラウドソ
ース化することで、簡単かつ繰り返し展開ができるよ
うになります。これが、Ubuntu OpenStackを成功に
導いたCanonicalの試みです。  
 
前のページでは、このベストプラクティスのMAAS & 
conjure-upとハードウェアへの、Jujuとソフトウェアへ
の採用について説明しました。

ビッグソフトウェアの課題 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
OpenStack Summit Austin 2016での基調講演で
は、Canonicalの幹部会長でUbuntuプロジェクトのリ
ーダーであるMark Shuttleworth氏が、OpenStackの
ようなビッグソフトウェアがいかに高速で信頼性が高
く経済的であるかを実証しました。 
 
動画を見る

Openstack などのビッグソフトウェアが難しいという誤解

https://www.youtube.com/watch%3Fv%3DNaEddTy6rwQ
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スケーラブルにするためには、オペレーショナルイン
テリジェンスは熟練したオペレータの数ではなく、適
切な問題に集中するように設計された適切なツール
の数でなければなりません。Canonical OpenStackの
ツールセットは、他の製品と比べてより簡単に利用で
きます。 
 
OpenStackのようなビッグソフトウェア用に特化し構
築されたツールは、プライベートクラウドでクラウドに
よる規模の経済性を実現する唯一の方法です。人材
の追加は、クラウドの成長と比べてスケーラブルでは
ありません。また伝統的なスクリプティングテクノロ
ジーの使用すると、ダイナミックに成長するクラウド
環境でのアップデートが多すぎます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

次のセクションでは、ベアメタルハードウェアを管理
するMAAS、アプリケーションのデザインとデプロイ
メントを管理するJuju、Canonical OpenStackクラウ
ドの構成やアーキテクチャの選択と展開、設定を完全
に自動化するconjure-upを紹介します。 
 
また、追加のツールとソリューションも紹介しま
す。Conjure-upは、直感的なインタフェースと
VMwareまたはパブリッククラウドのOpenStackの
セットアップテストを介して、単一ノードまたは複数
ノードのOpenStackテストおよび開発環境を展開で
きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コンテナはシステム密度と投資収益率に不可欠なの
で、純粋なコンテナーハイパーバイザーであるLXDと
FanNetworkingが、サーバーとIPネットワーク密度の
解決に不可欠な役割を果たすことについても説明し
ます。

大規模オペレーショナルインテリジェンス
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MAASを使う理由  
 
ハードウェアはまだデータセンターにインストールす
る必要があります。経済効率の鍵は、できるだけ触れ
ないようにすることです。大規模な環境の場合ホスト
OSを手動でインストールしたり、各マシンタイプにカ
スタムスクリプトを走らせても機能しません。 
 
MAASは「Metal as a Service」の略です。MAASは、
最適化されたイメージベースのインストーラにより、ベ
アメタルで業界最速のOSインストール時間を実現し
ます。 
 

ハードウェア構成  
 
MAASなら、電源ボタンを1回だけタッチするだけで
す。新しいサーバーの最初の起動時に、MAASはそれ
を関連付け、プロビジョニングし、クラウドを準備しま
す。サーバだけでなく、サーバで使用可能なデバイス
のインベントリもカタログ化されます。 
 

継続的なインフラ運用  
 
初期設定以外にも、MAASは継続的な物理IPおよび
DNS管理を処理します。MAASを使用することで、
実際の操作がほぼゼロな「自動化されたデータセン
ター」が実現します。 
 

アクセシブル  
 
MAASは、REST API、Webベースのインターフェイス、
およびコマンドラインインターフェイスを提供します。
オートメーションとハードウェア・アット・スケールを
念頭に設計されています。Devopsではベアメタルの
ワークロード管理にもこれを活用できます。 
 

インテグレーション  
 
SAPIやCLIがあるため、Jujuのような自動化ツー
ル、Chef、Puppet、SALT、Ansibleなどは簡単に
MAASと連携できます。そのため、PuppetやChefの
ような、レガシーなスクリプト型のオートメーションの
連携が簡単にできます。一方で、近代的なモデリング
ツール、例えばJujuなどは、MAASのハードウェア情
報と親密に連携しています。 
 
maas.io のMAASについて

MAAS  - ベアメタルの効率的な処理方法

https://maas.io?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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Jujuを使う理由  
 
パブリックまたはプライベートクラウドで複雑なサー
ビスをモデル化、展開、管理、監視、スケールアウトす
ること困難です。アプリケーションとサービスモデリ
ングツールとして、Jujuを使用すると、レガシーアプリ
ケーションとクラウド対応アプリケーションの両方を
迅速に設計、構成、展開、管理できます。 
 
Jujuはビッグソフトウェアのニーズを念頭に置いて設
計されています。そのため、OpenStackのインストー
ルとアップデートのための conjure-upだけでなく、ス
ケーラブルなアプリケーションのデプロイメントにも
使用できます。これらのすべては、Webインターフェイ
スやシンプルなコマンドからでできます。 
 
Jujuを使用すれば、何百もの事前設定済みのサービ
ス、OpenStack、またはあなた自身のアプリケーショ
ンをパブリッククラウドまたはプライベートクラウド
に展開できます。

Juju – ハイブリッドクラウドサー	
ビスのためのモデル主導型開発
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Web UIとコマンドラインインター
フェイス  
 
Jujuのユーザーインターフェイスは、コマンドラインイ
ンターフェイスだけではなくWeb UIからも使用できま
す。これは、HadoopやCephなどのソフトウェアや複
雑なソフトウェアを個別に展開するドラッグアンドド
ロップ機能を提供し、関連するコンポーネント間のす
べての統合を実行します。  
 
展開、変更、保存、出力を見える化できます。コマンド
ラインでも実行可能です。 
 

Charmはベストプラクティスをカ
プセル化します  
 
Jujuは繰り返し操作の要です。Jujuは、オペレーシ
ョンインテリジェンスをカプセル化した、Charmsに
対応しているソフトウェアを使用します。エンジニ
アのベストプラクティスがCharmsにカプセル化さ
れています。Jujuを使えば、Hadoopなど、あらゆる
OpenStackやあらゆるビッグソフトウェアアプリケー
ションで専門家の助けが不要になり、オペレーショナ
ル・エクセレンスを実現できます。必要なのは、Jujuの
Charmとバンドルでクラウドソースしたオペレーショ
ナル・エクセレンスを使って展開されたアプリケーショ
ンの理解だけです。 
 
Jujuについて詳しくは jujucharms.com 

をご覧ください・

https://jujucharms.com?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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Conjure-upを使用する理由  
 
多くの組織が、OpenStackの開発環境を構築するこ
とが難しいと評価しており、クラウドの専門家に多大
な投資をしてオペレーショナル・エクセレンスを実現す
る用意があります。JujuとCharmsのように、このオペ
レーショナル・エクセレンスをカプセル化します。 
 
Conjure-upは、Canonical Kubernetesのような他の
ビッグソフトウェアアプリケーションを展開できるの
で、分散サービスベースのソフトウェアアプリケーシ
ョンに使われています。

クラウドの意思決定エンジン 	
 
Conjure-upでは、ユーザーはハードウェアの割り当て
を手動で決定できますが、一般的には、Conjure-up
の自動化エンジンに任せるのが最適です。基盤とな
るインフラストラクチャはMAASによってモデル化さ
れ、Conjure-upと共有されます。アベイラビリティー
ゾーンが自動的に作成されます。  
 
クラウドが導入されると、オペレータは基盤となる
Jujuを使用して環境を管理し、ログ管理や監視など
のサービスを簡単にバインドします。 

自分に適したクラウドアーキテク
チャを構築する	
 
Conjure-upが自動的に設計するリファレンス・アーキ
テクチャは、クラウドに与えられたリソースを最大限
に利用します。 
 
Conjure-upは、そこまで処方的（prescriptive）では
ありませんが、経験上、すべてのクラウドデプロイメン
トは、実際に機能するアーキテクチャが完成する前に
複数のイテレーションが必要です。Conjure-upは、利
用可能な物理インフラストラクチャ全体にわたる、サ
ービス配置の完全な柔軟性を提供することで、これを
実現し、きちんと機能するクラウドを提供します。 
 
Conjure-upの詳細は、conjure-up.io をご覧くださ
い。

Conjure-up  - オンプレミスクラウドを
構築する最速の方法

https://conjure-up.io?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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コンテナ使用する理由 	
 
コンテナには多くの利点があります。しかし、注目すべ
き点は次の2つです。1つは、配布が容易なパッケージ
アプリケーションです。これはDockerのようなアプリ
ケーションコンテナです。2つ目は、従来のワークロー
ドとクラウドネイティブの両方のワークロードをベア
メタルの速度で実行することです。LXDのようなマシ
ンコンテナは、アプリケーションコンテナをマシンコ
ンテナ内で実行し、両方のテクノロジーをフルに活用
できます。

なぜ今なのか？ 	
 
より多くのワークロードがOpenStackのようなクラウ
ドに移行するにつれ、スケールアップの経済性は、適
切なツールやアプローチだけでなく、適切なワークロ
ードの密度にも依存します。サーバーはこれまで以上
に多くのワークロードを実行するでしょう。ワークロー
ドに必要なリソースが少ないほど、パウブリックであ
ろうとプライベートであろうと、クラウドオペレータに
対する投資収益率が高くなります。

 

OpenStackコンテナが
簡単になる 
 
コンテナ技術は非常に魅力的ですが、統合、運用、展
開にはいくつかの困難があります。Ubuntu 16.04の
nova-lxdなら、純粋なコンテナOpenStackのデプロ
イメントが簡単になります。Nova-lxdは、LXDマシンコ
ンテナを使用したOpenStackのネイティブ統合を提
供します。これにより、従来の仮想マシンだけでなく、
最新のOpenStack APIまたはHorizo​​nダッシュボード
から最新のマシンコンテナを導入するための特別な
管理ソフトウェアが不要になります。

OpenStack のコンテナ
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純粋なコンテナハイパーバイザーであるLXDは、 テキ
サス州オースティンのOpenStack Summitで実証され
ているように. 、世界最速のOpenStackを提供する鍵
です。もっとも低いレイテンシと高いベアメタル性能を
実現します。 
 
LXDは、ハイパーコンバージドCanonical OpenStack
を有効にします。数分で展開可能です。OpenStackの
上で実行されるインスタンスは、ベアメタルの速度で
実行されます。OpenStackクラウド内で、数十のLXD
インスタンスを数秒で起動できます。 
 
LXDを使用する場合、OpenStack環境全体を約2秒で
スナップショットできます。

レガシーハイパーバイザーのように、純粋なコンテナ
ハイパーバイザーを使えば、物理ホスト間のライブマ
イグレーション機能により運用効率をさらに上げるこ
ともできます。 
 
ホストのLXDコンテナアップグレードは、基盤となる
OS（Ubuntu）をアップグレードし、サービスを元に戻
すと同じくらい簡単な作業です。 
 
他のLXDコンテナ内でもLXDコンテナを実行できま
す。もちろん、パフォーマンスが低下することはなく、
ベアメタル速度で動作します。従来の仮想マシンは、
ベアメタルで実行する必要があり、他のVM内ではほ
とんど実行できません。

また、CentOS、Debian、OpenSUSE、Fedora、および
その他のLinuxオペレーティングシステムを実行する
ためのLXDイメージがあります。 
 
セキュリティは、Apparmorプロファイルからの必須の
アクセス制御を暗黙的に行います。LXDの純粋なコン
テナはLinux自体と同じくらい安全です。 
 
LXDはゲストオペレーティングシステムとしてほぼ
すべてのLinuxディストリビューションを実行でき
ます。特別な仮想化ハードウェアは必要ありませ
ん。OpenStackをすべて、Amazonなど、別のクラウド
に展開もできます。 
 
LXDの詳細は、ubuntu.com/lxd をご覧ください。

LXD  - 純粋なコンテナハイパーバイザー

https://www.youtube.com/watch%3Fv%3DNaEddTy6rwQ
https://www.youtube.com/watch%3Fv%3DNaEddTy6rwQ
https://www.youtube.com/watch%3Fv%3DNaEddTy6rwQ
https://www.ubuntu.com/containers/lxd?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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FanNetworkingを使用する理由 
 
マシンコンテナ（LXD）とアプリケーションコンテナ
（Dockerなど）の両方の密度と性能は、クラウドによ
るスケールアウトの経済性に大きな影響を与えます。
しかし、特にネットワークアドレッシングの場合、オペ
レーションに問題が生じます。 
 
アプリケーションコンテナの場合、各アプリケーショ
ンまたはバイナリには一意のIPアドレスが必要です。
個々のサーバー上に、潜在的に何百ものコンテナがあ
ると、IPアドレスはすぐに使い果たされます。 
 
ポートフォワーディングのようなネットワークアドレッ
シングの回避策はありますが、それでは、ある技術か
ら別の技術に管理上の負担を移すだけです。この場
合、ポート管理が必要です。

Fanによるネットワークアドレス
の拡張 
 
FanNetworkingは、この問題をより効率的に解決しま
す。Fanは、小さな物理アドレス空間を特定のホスト上
のより大きなアドレス空間にマップするアドレス拡張
技術です。FanはLinuxカーネルに組み込まれたテク
ノロジーを使用して、ネットワークパフォーマンスのロ
スをゼロに近づけると同時に、数百人または数千人の
コンテナゲストに独自のIPを提供します。

FanNetworkingは、Canonicalが設計したビッグソフ
トウェアとOpenStackのソリューションの一例です。
問題の負担を、管理ドメインから別の管理ドメインに
移すのではなく、オープンソースソフトウェアのコミュ
ニティとのベストプラクティスとパートナーシップを活
用して、問題の根本解決に取り組んでいます。 
 
FanNetworkingの詳細については、		
Ubuntu Insights blogのブログをご覧ください。

FanNetworking - コンテナのネットワークアドレス指定

https://blog.ubuntu.com/2015/06/24/introducing-the-fan-simpler-container-networking?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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なぜ1つのノードにインストール
するか？ 
 
従来、OpenStack環境での開発とテストソフトウェア
は、DevStackのようなOpenStackインストーラを使用
していました。これは便利なのですが、DevStackのモ
ノリシックアーキテクチャでは、マルチノードのクラウ
ド環境をエミュレートできません。 
 
Conjure-upはUbuntu 16.04専用のコマンドラインツ
ールで、開発者はLXDコンテナを使用し、パソコンに
現実のOpenStackを簡単にデプロイできます。

LXDを使用したマルチノード
OpenStack 
 
LXDコンテナは仮想マシンのようなものなので、各
OpenStackのコントロールノードサービスは単一の物
理マシン上であっても独立しています。  
 
ハードウェアのデータセンター全体を複雑にするこ
となく、開発とテストの生産環境をより再現するため
に、複数の物理マシンも使用可能です。

conjure-upを始める 
 
Ubuntu 16.04のユーザーなら、conjure-upを簡単に
始められます。これは、 
 
$ sudo apt install conjure-up

$ conjure-up 
 
conjure-upの詳細は、				 
conjure-up.io をご覧ください。

パソコンにマルチノード OpenStack の配備

https://conjure-up.io?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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ZFSはより良いコンテナを作成で
きます。 
 
ZFSはLinux上のLXDを加速します特に、以下のメリッ
トがあります。 
 
•	コピーオンライト
�•	スナップショットバックアップ
�•	継続的な整合性チェック
�•	自動修理
�•	効率的な圧縮
�•	重複排除 
 
これらの機能はすべて、コンテナの管理と密度を向上
させます。

コンテナ特性 
 
コンテナハイパーバイザーには以下のメリットがあり
ます。 
 
�•	密度
�•	待ち時間
�•	パフォーマンス
�•	高速、安全、効率的 
 
ZFSは、LXDのような革新的で優れた純粋なコンテナ
テクノロジーをさらに優れたものにします。

すべてのクラウドでデータ保存 
 
Ubuntu Advantage Storageハードウェアのデータセ
ンター全体を複雑にすることなく、開発とテストの生
産環境をより再現するために、複数の物理マシンも使
用可能です。 
 
 
Ubuntuのクラウドストレージの詳細については、 
ubuntu.com/storage をご覧ください。

ZFS とソフトウェア・デファインド・ストレージ

https://www.ubuntu.com/cloud/storage?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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BootStackを使用する理由 
 
高度なツールを使った優れたチームであろうと、毎月
何千ものCanonical OpenStackクラウドを構築する専
門家の助けを借れば、ずっと簡単にOpenStackクラウ
ドを開始できます。 
 
BootStack（「Build」、「Operate」、「Optionally 
transfer」の略）は、月単位ではなく数週間で
OpenStackプライベートクラウドを利用できるマネー
ジドサービスです。

BootStack  - マネージド・クラウド

Build, Operate and  
Optionally Transfer 
 
Canonicalのクラウドエキスパートは、あなたの仕様に
準拠したCanonical OpenStackクラウドを設計・構築
します。ハードウェアは、ご利用のデータセンターまた
はサードパーティのプロバイダ上に構築できます。 
 
OpenStackの管理を自分たちでできると感じたら、
管理権限を内部のチームに任意で移転（Optionally 
Transfer）できます。 
 
BootStackの詳細については、 
ubuntu.com/bootstack を参照してください。

https://www.ubuntu.com/cloud/managed-cloud?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
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Canonicalのクラウドエキスパートは、あなた
の仕様に準拠したCanonical OpenStackクラ
ウドを設計・構築します。ハードウェアは、ご
利用のデータセンターまたはサードパーティ
のプロバイダ上に構築できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

適切なツールを使用すれば、OpenStackは簡単にな
り、企業は経済的なメリットを得るでしょう。 
 
MAAS ベアメタルの効率的な処理方法 
 
Juju ハイブリッドクラウドサービスのモデル・ドリブ
ン・オペレーションを簡略化 
 
conjure-up OpenStackクラウドを構築する最速の方
法。開発者がパソコン上に複数ノードのOpenStackを
構築する最も簡単な方法。 
 
LXD の純粋なコンテナハイパーバイザー、ZFSおよび
FanNetworkingにより、従来のクラウドとネイティブ
のワークロードを素早く実行。 
 
BootStack - 世界をリードするOpenStackの専門家
によって管理されるたプロダクションクラウドを立ち
上げる最も簡単な方法。

もしご不明な点がございましたら、 
お気軽にお問い合わせください。 
 
ビッグデータの管理ソリューションの詳細について
は、データシート「BootStack Your Big Data Cloud」
をダウンロードしてください。 
 
 
今すぐ試してみたい方は、			 
jujucharms.comをおたずねください。 

結論

https://pages.ubuntu.com/contact-us-jp.html?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
https://blog.ubuntu.com/2015/10/06/get-a-big-data-cloud-fast-and-easy?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP
https://jujucharms.com?utm_source=website&utm_medium=eBook&utm_campaign=OpenStackMadeEasyeBook_JP

